
5  露 地 イ チ ゴ の 冬 結 れ 防 止 (国試 。南 部 分 場 )

( 1 )背 景 とね らい

沿岸部の語地イナゴ栽培では冬枯れが多いo冬枯れは12月下
・
旬吸から給り、1月中旬にもな

ると、生葉が金く認められないようになる。冬れ'れは、株作り不良、灰色かび病の多発などと

供た、鈍1抑イチゴの低収め原因であり、生産を不安定にしている撃因である。

冬枯れが沿岸部に多いのは、憤雪がないため、株と土嬢が解出し“
・
土壌は凍結するので水分

の保給ができず、中々寒風による某葉からの水分蒸発に追いつかなくなるためと考えられる。そ

こで、」:、綾凍結と水介蒸散を防ぐため被後資材
・
について検討を行った結果、稲わらとポリプロ

ビレン史F光幕が有効であることが半Jったので孝t考に供 したいo

1 2 ) 技 術 内 容

(1)冬帖れ防止被稗件材は、補わらまたはポリプロピレン球光幕が有効である,稲わらは厚さ

3～ 4琉に旺上を投棋する。ポリブロピレン雄光幕ll巾10fj御のものを用い畦上を枕穂する。

{2}被 枕時ltFlは冬結れの始る前12月中旬にする。被覆除去4ま3月始めに行う。

tb)適応地帯 少 雪地帯

1 3 )普 及上 の留意事項

tl〕冬帖れによって花房が減少するので、年内の荏作りは大株作りに心がける。

(丹 ポ リプロピレン必うと幕には色々商品,があるので、雄光率80%ぐ らいでゴザ様締りのものを

もちいる。

1 4 )試 験成 綾め機要

(1}試 hli討1簿名  経 地イチゴ冬規i防止試験

(2}試 貯年次i停よひ〕サ子所 陣 和52年～説年 岩 手田試静部分場

(31戚 敗方法 !                          ‐ ・
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① 5 2年

① 試  験  区

1

42

3

4

5

6

7

8

9

10

区 名 内 容

ポリエテレン平がけ1厚さ0.05flm、幅 180初のポリで畦被稚

白寒冷紗    12枚 て畦被覆

黒ポリマルチング 1厚さ002m、 幅180卸の黒ポリでマ′庁ング

鋸屑十寒冷紗  1鋸 居ti材 当 り2形に寒冷紗1枚

自然状態    1無 被猫

稲わら 畦上に厚さ3御に稲わら碑 _

1株当りヽ横 1〃十寒冷紛 1枚

1株当り概殺 2〃十寒冷紗 1枚

11朱当り鉱il日1″十夕翌令鯉〉l trx

厚さ005,脇、幅180ご秘のポリ蕊 _機粒

槻殻十寒冷紗

概殺+寒 冷秒

鋸屑+寒 冷抄

ポリエチレン平がけ

② 一 区商精および区制

1区 34材F20株2区1削(1～5区

まで)た だし6～10区は1区仰

くめ 停〔説暗斎Ⅲ: 夕
｀
ナー

0 耕 稲伊盟

oj御断よ(10a当 )冗】肥、!期じ

5,000K?、ューキ2‐号200K?

対折安14号100し、みつかね

御R?

"叱角lti N 30Rク、 P42Kタ

K 抑 町、す朝巴なし

② ポ 齢 および区f削

1区 3.4"ア 20株 2区制

③ 供試浮,柄 席 岡16号

④ ナ 夢

o施 」齢  (10a当 り)元肥

地朗巳5.000Xタ

成分監NJ8 P20 K13.4R?

逆現巴10月14日

N K 4 . 6 K ク

o供 試市の状況 :9月 5日時点で、平均重10夕前後

o 定 植 時 期 i 9 月5 日

o救 極 株 牧 :畦幅 130初X株 間25御 2条   6‐ 153株 (10a当 )

o株 れヤ穫 (冬枯防止対策)の 時期 i12月20日、蝉ポリマルチ区はそのまま。

o被 移物除去 :2月 28日 10区 のポリエチレン除去、3月 5日 l区のポリエチレン除去、

3月 16日 白 寒冷紗、鋸層、制殻、稲わら除去、黒ポリマルす 区はそのまま継続,

o奉 のマルチ張り:5月 12日 (全区)o調 査 12月 17日と3月 16日の生育調査と

o調  査 :12月17日と3月 16間の生育調査と収景翠査

2②  53年

① 試 け 区

区番

1

2

3

4

5

6

7

8

容F勺名僚
一

黒ポリマルチ

村iわら被利

ダイオシート

有孔ポリ平がけ

無flヵポリ平がけ

鋸屑十寒冷紗

親殻十寒冷紗

無 校 覆

厚さ0.02船、ⅢⅢ語1卸卸の黒ポリでマノけ ング

畦上に厚さ約 3初に稲わら被被

峡上に巾100初のダイオシート

畦上に厚さ0,02711、幅18防だ埼子とポリ

畦上に厚さ005m、 幅180伽の有孔ポリ

鋸目を挑上に1タカば せヾ十白寒冷紗 1枚

籾殻を株_Lに1形かぶせ+白寒冷紗 1枚

自郷犬!頚で納報組|

o供 試苗 :10本重 235夕   o庁 植 :9月 10日

o栽 植株数 :嘩巾 140初X24卸   0唯 粒覆 (冬枯防止対策):12月 17日

o材 覆物除去 :3月 4日 、黒ポリマィレチ区はそのまま.

o春 季マルチ :4月 中旬   o調 奈 :12月27日と3月 4日 の生育調査のみ。
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ユ

2

8

4

5

黒ポリマルチ

稲わら神t樋

ダイオシー ト

無孔ポ リ

無検複

③ 54年

① 試

o定 植時期 :9月 14日

o供 試苗 :10本重 220タ

o救 植株数 :畦巾 140御X株 間25御

10a当 5714株

o冬 枯防止対策 :12月19日 o被 覆4カ除去 :?月 24日,春 季黒ポリマルチ 4月上旬

④ 試 蛾 結 果

・冬描れ防止に対する被覆資材の効果

① 無 被覆区、黒ポリマルチング区は第 1年次寒冬年では主葉が全 く残らず全枯れ状態
・

を量したo次 いで寒冷紗 2枚区が枯れ込みが多からた。第 2年次でも無被覆区と黒【ポ

リマルチ区は村iれ込みが甚しく、第 3年次の暖冬年でも格れ込みがみられた。

② 解 屑+泰 冷紗区>有 孔ポリ平がけ区、無孔ポリ平がけ区>稲 わら被猫区>ダ イオシ

ート被容=概 殻粧覆の各区は表示したように若子の差はみられるものの、冬枯れ崎止

の知果が大きよったoし かし鋸層使用区とナ々殻使用区は風の強い冬期は☆数をおさえ

える実冷紗などが必要であり、春には逆にイチゴの抹土からリト除する必要がある。さ

らに完全排除も難かしく、そのため土壌の乾燥防止となるためか、泰季過繁茂を助長

する便向が認められた。

③ 有 孔ポリ被覆区、無孔ポリ被覆区は 1年次、2年次とも狭の保存が極めて良好であ

ったが、被覆除去後芯業の枯れ込みが若子発生 した。第 3年次の暖冬年では、無孔ポ

リ被複のみで試験を行ったが、ポリ校覆区全株に不時出蓉、不時脚花が起った。

④ 稲 わら祉覆区とダイオンート被覆区は寒い年でも、完全とはいえないまでも冬枯れ

i t防止効果が高く、暖冬年では金ぐ冬枯れがみられず、不時F出碁、不時開花もみられな

かった。    !    !

・被覆資材と収量

① 寒 冬年では明らかに冬祐防止がされた各区が収畳が高く、冬結れの甚しい無被額LX~

と黒ポリマルチング区が収量の低いことが認められた。

② 暖 冬年では不時出器 ・不時開花を起したポリ被務区がH又量が極めて低かった。他の

区は、暖冬のため冬枯れがほとんどなく。収量にもほとんど差が認められなかつたo

以上から沿岸部少雪推帯の露地イチゴ冬枯れ防止には、縮わら被穂かtま たはダイオシ今

―卜被機が最も良いと思われる。
一 J 4 2 -

験

② 一 区面積および区制

1区 3.57ガ 20株  2区 制

③ 供 試品種 盛 岡16号

④ 耕 種概要

o施 肥量 (10a当 り)施 肥 9月 5日

元肥、雅肥 4,000Kす

そ菜有
・
キオール12号 200K?

N24K夕 P24降  K24Kタ

追肥 N K23号ウb浄、N K46晦



3 . 9 X 3 8

4 , 2 X 4 . 0

4 4 6 X 4 . 3

4 , l X 3 . 7

4 . l X 3 . 9

春季芯立要のポリ持去
イ紺,与込

金枯れ状′況

全枯れJ☆伊

′」ヽ (30)

ノj  ヽ (30)

春季ホ立業のボリ除去後

3月 16日 (,止冬後)

残受政 1同左最大棄

廻域培)1耳 身岳Xす抑語

卜 ご― ―型鐘 控 理 理 劉 と

鼠区
｀
こ嘉＼`ミ寒:ごi輛言垂轟豪Z薫吾

5 . 6 1 5 . 鍛5 . ぱ
521 5.9X5,1

4.61 5.4X50

4.91 5.5X48

5 。1 1  5 4 1 X 4 7

多 (70)

甚 (100

殆無00

甚 (1009

3 . 鍛3 . T
2 、7 X 2 . 4

5 3 X 4 , 7

5 4 5 X 4 . 9  1  4 4 4

|

1 開
ノ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

(5, 主要成果の具体的データ

慨l殺 覆容材と冬枯れ状況、生育 (1年 ■ S51～ 52、10株平均)

ポリ剰勢づもん除去)

寒冷紗 2枚

黒ポリマルチ

Jば屑 2ク +寒 冷紗

自然状態

(無被覆)

稲わ ら

粗殺 1〃 十寒冷紗

鋸層 1夕 十寒冷紗

概殺 2″ +寒 冷紗

ポリエチレン平がけ

(総 、去)

(2)被 複資材と冬粘状況、生育 (2年 次S52～ 53、10株平均)

項  目

区  丹 11  ヽ 、

黒ポリマルチング

稲わら拶覆

ダイオンー ト

有孔ポ リ平がけ

欲子Lホ リ平がヤナ

鋸屈十寒冷 〉々

胆殺 +寒 冷紗

無被が

=～冬耐調査

1 2 月2 7 日

新葉械教 54

岡上要十身長 6!督

脚上空幅 60ギ秘

クラウイ篠3.16鹿

対虎犯攻 0 7 ヨ

i:i冬後静査 (3月 4伊 ,

戸
~及

T百諒 亨
~隣

百
―
不 考備

謙   端 中心弾まで描込み

外脚業の腐敗

英身の 1部帖込

春季芯立、 1枚

春季芯立、 1～ 2枚

外周舞黒く属敗

〃

枯込み大

臣1播1試|は;

極

す鮮

,蜂

御1

徳[

彼

無

多

(3)被 狭資材と冬枯れ】オ況、生育 (3年 女 S53～ 54、10株平均)

S7 1 6.2  1 6.0

3 6  i 5 . 3  1 4 , 9

越冬後調査 (2月 24日

告耳1秘
発生業 1程度

2 , 4枚1軽

項  目
1 越冬前調査

｀
、ヽ、

生 坦生企 豊J斐 壁翌 窒隻1  1
3 . 4 本文

4 . 0

4 . 0

2 . 9

3 _ 1

60,招

6 . 7

6 . 3

5 , 9

5 . 8

6  1御

6 . 5

6 0

5 , 6

5 . 5

] . 9

2 . 1

無

無

1器埜盈場言吾と宇雷尋

枯

の

度

冬

れ

稗
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(4】収量品質統括表 (第 1年次

魔封瓦戸
玉
舌|二玉r 平 果

堺

―
―
―
―

十
１
１
１
１

率

錯果中

%
39,9

41.5

40.6

56.1

41.6

52.8

47 3

58.3

45.4

良果率

%
90.1

00.7

89,6

94.5

91 0

1 0 a当

収 提

左

数

同

指

手1号:ず
可販

11ポリ平がけ (%除去)
Rク

1,165

1,545

1,402

1,446

1,283

12.1

1 1 . 9

1 1 , 7

1 3 . 5

1 1 9

1 2 6

10.1

1 4 . 2

13.9

1 2 . 6

93 4

93 8

92 2

94.3

91,4

1,478

1,282

1.600

1,352

1.700

122

120

109

113

100

H 5

100

12S

105

133

|

7

3

9

10

稲 わ  ら

概殺 1〃 十寒冷紗 :

鋸田 1.″+栄 冷紗

取殺 2″ 十寒冷紗

ポリエチレン平がけ

(夕あ除去)

区|__,_上年堕型土ヽ 堅理型豊
最  大  紫
葉身長 X業 幅

台″     ぢ 材

1 0 8 X 9 . 5

1 0 0 X 8 . 6

1 1 . O X 9 , 2

1 1 . 2 X 9 . 8

1 0 0 X 8 、7

1 0 . 7 X 9 ` 4

1 0 . 7 ×9 . 8

9 . 9 X 9 2

l o , 8 X 9 . 8

1 0 . 2 X 9 , 0

収景 ・品質総括表  〈 第 3年 次 S53～ 54、20株計)

項 目 平 均 男 重 | 大 無  率

全  果 繭 千1孤 i

1 2 . 『

1 1 . 6

1 1 . 8

1 1 . 8

1 1 , 9

左

数

91

1(j6

99

58

灰色!か

び舛果

黒ポリマルチ

稲  わ  ら

ダイオシー ト

無 孔 ギ リ

無  粧  覆

1 1 .

辞

２０

２７

２６

釣

２

　

２

　
　
２

　

２

　
　

１

1 0 . 3

1 0 . 7

1 0 . 6

1 0 ` 6

42.3

46.8

47.4

4 3 . 8

38,9

42.8

42.3

39 4

(5)収 触"Jの草姿 く第 1年次)

1 草 高 1 業梅長

32.7

3o10

30:7

34.0

3 〔) . 0

「
~~証

戸百

1 あ. '

1斜
|

御郷
２６．３
２６．５
焼
獅

一２６．５
２６．５
２４．５
２６．８
焼

31.0

(7)収 構期の車姿  (第 3年次収檀期)

冴字;:サ母卜 |
無孔ポ リ

無け後

高

鍋.解

40 1

39.2

30,7

36.0

最 大 謙
葉相長

葉身長 1爽 暉

27.7
29.7

29.2

22 4

26.9

10.tri 10,

9 . 7 1  9 . 6

10.6 1   10,2

10 8 1   10 1

10.5 1   10 0

- 1 鯛 一
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(参 考 )

表 1 防 寒殺覆資材、時期と凍寒筈とのi☆1係 (S49 長 野農試下伊那分場)

被告程度】|1株率 (%)~〒~「
〒 3  1  4 1  5  1  6

寒 冷紗 ( 黒) 1 1 月 2 6 日

″    1 2 月 1 0 日

ダイオ ネ ッ ト 1 1 月2 6 日

″    1 2月 1 0日

イネワラ11月2 6日■12月1 0日

イ ネ ワ ラ 1 2 月1 0 日

型|

から10(帖死)ま で11段階に半|1定

100(%)と して算出

41.被 掌鞠=は 、業の枯死状態を0(イに1全)

12.被告度は  智(盛療盤管為
株数)x

3 . 調 奇 日  1 月 2 0 日

肘古ヽどぱ
〕ｂ

　
　
ハ
Ｕ

４

　
　
４

15

15

25

処

表 2 級 別収最 (20株当たり)  (S49。 長野農試下伊那分場)

6115

66.0

29.5

60,5

20.0

39.5

8 8 0

平均 i梁

重 ( 可

販 ) タ

協 培寒 冷紗 ( 黒) ] 1 月 2 6 日

〃    1 2 月 1 0 日

ダ イオ ネッ ト 1 1 月2 6 日

〃    1 2月 1 0日

イネワラ]1月2 6日+ 1 2月1 0日

イ ネ ワ ラ 1 2 月1 0 日

無    処     理

186

199

208

183

2 1 5

2 1 5

164

3,298

3,824

3.867

3,474

4,136

3,887

3,074

548

544

584

499

602

598

478

4,033

4,461

4,532

4,104

4,821

4,634

3,701

123,9

128,6

1 1 7 . 2

133.8

128_5

100.0

124.4

125.8

1 1 3 . 0

134.5

126.4

100.0

8 1 . 8

85。7

85 3

84.6

85.5

83 9

83 1

9 . 7

1 0 . 0

9 , 7

1 0 6

1 0 0

9 . 9

9 . 9

2,5161382

2,6101399

2・716 1 411

21030 1 312

渋 1.上 物 8夕 以上、可販は上物およこド5夕～ 8夕 の小果、可販奇形果の合計
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般低夕t為i(イリ別)

一 一 一 S 5 1 1 0 ～5 2 . 2

-‐――――‐ S52.10～ 532

-― 一 S53110～ 542

-平 年 10～2

5
上 中_ ■

~  し

2 月 :

-146-

上 中 ~ド 」ュ ||」 ド
ー ー

10月  11)〕

上 中 下 上 中 下
―  早・

1 0 月  1 1 月

上 中 下 上 中
~ ド

上 中 ド
ー ー 一ヽ

1 2 月 1 月   2 月

残された11対題点

軒地イチゴの過繁茂防止

琳地イチゴの灰色カビ蔵防除

上 '11下 上 |11 ド
十 一

1 ) 〕 2 ) 1
蝉

1 2 月螂瑚

平均気温 (旬別)

―一一一 S 5 1 . 1 0 ～5 2 2

6‐‐‐―‐‐ S5210～ 532

-―‐一一 S53.10～ 542

、
一一一平年10～2

,L i11 ド
―

1 0 ) ]  H 月




